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岡部まりさんを擁立 

小沢一郎幹 
事長は１４日、 
大阪市内で会 
見し、次期参 
院選大阪選挙 
区での２人目の公認候補として、タレントでエ
ッセイストの岡部まりさん（新・５０歳）を擁
立することを発表しました。 
 はじめに小沢幹事長は岡部さんの擁立の経
緯について、「本日岡部さんより参院選に出馬
すると決断をいただいた。我々としては（その
決断に）うれしく、心強く思っている」と報告。 
 さらに小沢幹事長は、「岡部さんは今までの
仕事をやめ、我々のお願いを聞き入れてくださ
った。党本部も大阪府連も現職の１議席はもち
ろん、岡部さんの選挙戦に全力で支援する体制
を作っていきたい」と意気込みを見せました。 
 記者団から大阪選挙区で２人の候補者を擁
立する意義を問われた小沢幹事長は、「今まで
の支持母体や支援者の票を２つに割っただけ
では擁立する意味がない。岡部さんは今まで手
の届かなかった皆さんや声をかけられなかっ
た方など幅広い方々のご支援・支持をいただけ
る候補者である」と答えました。 
 続いて岡部さんが挨拶し、今回の出馬につい
て、「『探偵ナイトスクープ』という番組を２１
年間務めて、今の世の中で政治に参加すること
が大事だと感じた。暮らしの中で一有権者とし
てこれまで感じてきたことを生かし、皆さん一
人ひとりの声を聞いて、女性の立場で子育ての
あり方や環境問題など、『国民の生活が第一』
の政治を実現していきたい」と抱負を表明しま
した。 
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国民の声反映させる    

マニフェ 
スト企画委 
員会の第５ 
回会議が、 
１５日党本 
部で開かれ、 
会合後、細 
野豪志副幹事長が同会議の内容と今後の予定
などについて説明しました。 
 会議では、３つの各研究会（国民生活研究会、
成長・地域戦略研究会、地域主権・規制改革研
究会）から経過の報告がされました。細野副幹
事長は、「来週の企画委員会では、中間報告と
いう形で各研究会から第一段階の集約ができ
る状況である」と見通しを述べました。 

企画委員会では安全保障の分野については、
「３つの研究会では集約をすることが難しい
分野であるため、議員政策研究会内で核となる
チーム（外交安保作業チーム）を編成し、その
チームでたたき台を作成し、それを議員政策研
究会で議論し、マニフェスト企画委員会に報告
する」こととしました。 

また、企画委員会では、各地の総支部ごとに
実施するタウンミーティングについてすでに、
２４７総支部で４３３回のタウンミーティン
グが実施済み、もしくは企画されていることが
報告されました。 

細野副幹事長は、「それぞれのタウンミーテ
ィングで国民の中から出てきている意見をで
きるだけ反映をさせるような形でのマニフェ
スト作りをしたい」として、タウンミーティン
グを積極的に推進していくことを明らかにし
ました。 
 


